
　
第
71
回
西
中
国
教
区
定
期

総
会
が
去
る
5
月
24
〜
25

教区総会報告 延期されていた選挙を実施
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第
82
回
定
期
教
区
総
会
が

5
月
31
日
〜
6
月
1
日
、
赤

羽
会
館
を
会
場
に
し
て
開
催

さ
れ
た
。
組
織
会
に
先
立
っ

て
小
橋
孝
一
教
師
（
新
島
）

が
聖
書
を
朗
読
し
て
祈
祷
を

さ
さ
げ
た
。
組
織
会
に
お
い

て
、
議
員
4
6
1
名
の
う
ち

2
6
3
名
の
出
席
が
あ
り
総

会
が
成
立
し
た
。

　
教
団
問
安
使
と
し
て
石
橋

秀
雄
総
会
議
長
、
挨
拶
者
と

し
て
、
事
務
局
よ
り
秋
山
徹

総
幹
事
、
出
版
局
よ
り
山
北

宣
久
理
事
長
、
年
金
局
よ
り

中
川
義
幸
理
事
長
、
隠
退
教

師
を
支
え
る
運
動
推
進
委
員

会
よ
り
鈴
木
秀
信
委
員
長
、

会
堂
共
済
組
合
よ
り
辻
井
秀

雄
常
務
理
事
が
出
席
し
た
。

　
事
前
に
提
出
さ
れ
た
議
案

お
よ
び
建
議
・
請
願
は
な
く
、

岸
俊
彦
総
会
議
長
に
よ
る
議

長
報
告
・
2
0
2
1
年
度
常

置
委
員
会
報
告
お
よ
び
三
役

報
告
が
審
議
承
認
さ
れ
た
後

に
、
教
区
三
役
選
挙
と
東
京

教
区
選
出
教
団
総
会
議
員
の

第
一
選
挙
（
教
職
16
名
・
信

徒
16
名
、
計
32
名
選
出
）
が

行
わ
れ
た
。

　
教
団
問
安
使
お
よ
び
三
局

か
ら
の
挨
拶
と
質
疑
応
答
を

経
て
、
2
0
2
1
年
度
の
決

算
案
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り

に
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に

2
0
2
2
年
度
の
予
算
案
が

審
議
さ
れ
原
案
通
り
に
可
決

さ
れ
た
。
さ
ら
に
本
総
会
期

で
の
教
師
検
定
試
験
合
格
者

に
対
す
る
按
手
礼
お
よ
び
准

允
の
執
行
承
認
を
常
置
委
員

会
に
委
任
す
る
件
が
可
決
さ

れ
、
教
区
常
任
委
員
・
各
部

委
員
・
常
設
委
員
会
・
特
設

委
員
会
の
委
員
選
出
に
関
す

る
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
続

い
て
常
置
委
員
会
半
数
改
選

選
挙
（
定
数
20
名
の
半
数
10

名
、
教
職
5
名
・
信
徒
5
名

選
出
）
が
行
わ
れ
た
。
議
場

は
教
区
三
役
の
選
挙
結
果
を

承
認
し
、一
日
目
を
終
え
た
。

　
二
日
目
は
常
置
委
員
半
数

教区

東
京

三
役
、常
置
委
員
、教
団
総
会
議
員
改
選

左から、遠藤書記、渡邊議長、伊藤副議長

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
を
決

め
た
の
は
昨

年
11
月
に
遡

る
。
当
教
区

も
過
去
2
年

に
わ
た
り
書

面
開
催
と

し
、
一
度
は

や
む
な
く
改

選
を
延
期
し

た
。
し
か
し

こ
れ
以
上
の

任
期
延
長
を

避
け
る
た

め
、
尚
且
つ

選
挙
規
定
を

満
た
し
た
選
挙
を
実
施
す
る

た
め
、
そ
し
て
感
染
症
状
況

の
見
通
し
が
依
然
と
し
て
立

た
な
い
中
で
よ
り
確
実
に
開

催
す
る
た
め
、
そ
の
準
備
期

間
を
確
保
す
る
た
め
早
め
の

決
断
を
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
選
挙
は
「
e
投
票
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
た
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
に
な
い
人

や
不
慣
れ
な
人
を
支
援
す
る

た
め
の
い
く
つ
か
の
施
策
を

講
じ
た
上
で
、
練
習
の
機
会

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
用
ア

プ
リ
で
あ
る
ズ
ー
ム
に
慣
れ

る
た
め
に
3
度
、
発
言
や
採

決
、
そ
し
て
投
票
の
た
め
に

2
度
設
け
、
議
員
に
は
そ
れ

ら
に
出
来
る
だ
け
臨
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
に
し
た
。

　
果
た
し
て
当
日
は
、
軽
微

な
ト
ラ
ブ
ル
の
み
で
、
ほ
ぼ

滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
出

来
た
。
準
備
に
当
た
っ
た
教

区
事
務
所
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
人
々
の
奉
仕
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。

　
一
方
で
、
従
来
な
ら
ば

多
々
意
見
が
出
た
で
あ
ろ
う

場
面
で
も
意
見
が
殆
ど
な

い
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
故
の

難
し
さ
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　
特
別
議
案
と
し
て
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
の
議

案
を
除
く
と
「『
北
村
慈
郎

教
師
に
対
す
る
2
0
2
1
年

9
月
30
日
付
第
41
総
会
期
教

教区

西
中
国

北
村
慈
郎
教
師
、回
答
書
に
関
す
る
抗
議

と
要
望
を
提
出

三役再選

お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
今
号
を

4
9
7
6
・
7
7
合
併
号

と
し
、
次
号
は
8
月
6
日

に
発
行
し
ま
す
。

　
な
お
夏
期
休
暇
は
、
教

団
事
務
局
が
8
月
3
〜

5
日
、
年
金
局
が
8
月
3

〜
8
日
、
出
版
局
が
7

月
15
日
と
8
月
4
〜
5

日
と
な
り
ま
す
。

総
幹
事
　
秋
山
　
徹

改
選
お
よ
び
教
区
選
出
教
団

総
会
議
員
第
一
選
挙
の
開
票

結
果
を
承
認
し
、
各
支
区
か

ら
の
推
薦
者
を
参
考
に
し
て

の
第
二
選
挙
（
教
職
10
名
・

信
徒
10
名
、
計
20
名
選
出
）

が
行
わ
れ
た
。
第
二
選
挙
の

開
票
結
果
に
つ
い
て
は
、
第

82
総
会
期
の
常
置
委
員
会
に

そ
の
承
認
を
一
任
し
て
後
日

に
郵
送
に
て
発
表
す
る
こ
と

を
議
場
は
承
認
し
た
。

　
三
役
選
挙
結
果

【
議
長
】
渡
邊
義
彦
（
柿
ノ

木
坂
）、【
副
議
長
】
伊
藤
英

志
（
三
軒
茶
屋
）、【
書
記
】

遠
藤
忠
（
む
さ
し
小
山
）

　
常
置
委
員
結
果
（
半
数
改

選
）

【
教
職
】
増
田
将
平
（
青
山
）、

大
友
英
樹
（
赤
羽
）、
大
三

島
義
孝
（
碑
文
谷
）、
原
田

裕
子（
薬
円
台
）、岸
俊
彦（
経

堂
北
）

【
信
徒
】
西
田
寛
子
（
鳥
居

坂
）、
奥
山
盾
夫
（
千
葉
本

町
）、物
井
惠
一
（
小
松
川
）、

尾
野
明
子
（
王
子
）、
速
水 

謙
（
石
神
井
）

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
藤
盛
勇
紀
（
富
士

見
町
）、
古
旗
誠
（
目
白
）、

岸
憲
秀
（
千
葉
本
町
）、
村

上
恵
理
也
（
松
戸
）、
林
牧

人
（
西
新
井
）、
増
田
将
平

（
青
山
）、
伊
藤
英
志
（
三

軒
茶
屋
）、
岸
俊
彦
（
経
堂

北
）、
渡
邊
義
彦
（
柿
ノ
木

坂
）、
大
友
英
樹
（
赤
羽
）、

松
井
睦
（
聖
徒
）、
神
保
望

（
日
本
聖
書
神
学
校
）、
高
橋

和
人
（
田
園
調
布
）、
東
野

尚
志
（
滝
野
川
）、
遠
藤
忠

（
む
さ
し
小
山
）、
小
橋
孝
一

（
新
島
）、
髙
橋
潤
（
銀
座
）、

篠
田
真
紀
子
（
浅
草
）、
平

野
克
己
（
代
田
）、
北
川
正

弥
（
代
々
木
中
部
）、
大
塚

啓
子
（
目
黒
原
町
）、
藤
崎

義
宜
（
久
ヶ
原
）、
大
久
保

正
禎
（
王
子
）、古
賀
博
（
早

稲
田
）、
原
田
裕
子
（
薬
円

台
）、
真
壁
巌
（
西
千
葉
）

【
信
徒
】
遠
矢
良
男
（
富
士

見
町
）、
西
田
寛
子
（
鳥
居

坂
）、
奥
山
盾
夫
（
千
葉
本

町
）、
髙
花
富
夫
（
柏
）、
守

安
久
美
子
（
船
橋
）、
鈴
木

齊
（
銀
座
）、河
野
精
介
（
田

園
調
布
）、
横
山
良
一
（
銀

座
）、鎌
田
あ
つ
子
（
目
白
）、

粟
野
悠
美
子
（
聖
ヶ
丘
）、

伏
見
陽
子
（
新
津
田
沼
）、

川
添
裕
一
（
自
由
が
丘
）、

尾
野
明
子
（
王
子
）、
速
水

謙（
石
神
井
）、中
島
由
美（
聖

徒
）、桝
田
恒
（
柿
ノ
木
坂
）、

上
杉
洋
子
（
亀
戸
）、
長
尾

大
佑（
西
新
井
）、青
笹
都（
青

山
）、宮
原
正
行
（
ベ
テ
ル
）、

小
林
義
彦
（
高
輪
）、
澤
田

竹
二
郎
（
白
金
）、
伊
藤
朝

日
太
郎
（
大
泉
）、
塚
越
智

世
江
（
エ
パ
タ
）、
橋
本
伊

作
（
佐
原
）、池
田
勝
則
（
松

戸
）

（
伊
藤
英
志
報
）

　「
友
の
た

め
に
自
分
の

命
を
捨
て
る

こ
と
、
こ
れ

以
上
に
大
き

な
愛
は
な

い
」（
ヨ
ハ
ネ
15
・
13
）、
軍

事
侵
攻
に
舵
を
切
っ
た
大
統

領
は
、
戦
意
高
揚
の
た
め
の

集
会
で
聖
句
を
引
用
し
た
。

大
統
領
の
業
績
を
「
神
の
奇

跡
」
と
称
賛
す
る
総
主
教
も

侵
攻
を
正
当
化
す
る
言
葉
を

語
る
。
▼
自
ら
の
正
し
さ
を

主
張
し
、
人
間
の
思
い
を
実

現
す
る
た
め
に
、
主
の
名
を

唱
え
、
聖
書
を
用
い
る
。
こ

の
、
人
間
が
歴
史
の
中
で
し

ば
し
ば
陥
る
過
ち
は
、
主
を

信
じ
て
歩
む
私
た
ち
自
身

の
問
題
で
も
あ
る
。
▼
か
つ

て
、
エ
ル
サ
レ
ム
が
バ
ビ
ロ

ン
に
包
囲
さ
れ
た
時
、
偽
預

言
者
た
ち
は
、「
平
和
が
あ

な
た
た
ち
に
臨
む
と
主
が
語

ら
れ
た
」
と
語
り
、
民
も
そ

の
言
葉
を
疑
わ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
真
の
預
言
者
は
、

「
わ
た
し
は
た
だ
近
く
に
い

る
神
な
の
か
」、「
わ
た
し
は

遠
く
か
ら
の
神
で
は
な
い

の
か
」（
エ
レ
ミ
ヤ
23
・
23
）

と
、
主
の
言
葉
を
語
っ
た
。

更
に
は
、
バ
ビ
ロ
ン
の
王
ネ

ブ
カ
ド
レ
ツ
ァ
ル
こ
そ
が
神

の
僕
で
あ
り
、
異
邦
人
の
手

に
よ
っ
て
神
の
民
を
滅
ぼ
す

こ
と
に
御
心
が
あ
る
と
語
っ

た
。
▼
人
間
の
罪
が
生
み
出

す
争
い
や
対
立
の
中
に
置
か

れ
て
い
る
時
に
、
真
の
神
の

言
葉
を
聞
く
こ
と
は
難
し
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
敵
対
す

る
者
た
ち
の
背
後
に
あ
る
主

の
働
き
を
告
げ
る
言
葉
に
耳

を
傾
け
、
畏
れ
を
持
っ
て
受

け
止
め
る
者
と
さ
れ
た
い
。

師
委
員
会
回
答
書
に
関
す
る

抗
議
と
要
望
』に
関
す
る
件
」

1
件
で
あ
っ
た
。
異
議
な
く

可
決
さ
れ
、
同
文
書
を
常
議

員
会
・
教
師
委
員
会
・
総
幹

事
に
提
出
す
る
こ
と
と
し

た
。
誠
実
な
回
答
を
心
か
ら

期
待
し
て
い
る
。
准
允
式
・

按
手
礼
は
志
願
者
が
な
か
っ

た
。

　
三
役
選
挙
結
果

【
議
長
】
小
畑
太
作
（
宇
部

緑
橋
・
宇
部
）、【
副
議
長
】

西
嶋
佳
弘（
広
島
牛
田
）、【
書

記
】
鎌
野
真
（
福
山
延
広
）

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
足
立
こ
ず
え
（
広

島
主
城
）、
小
片
聡
（
福
山

東
）、
後
藤
慧
（
広
島
南
部
）

【
信
徒
】
野
口
菊
義
（
大
島
）、

島
村
眞
知
子
（
広
島
牛
田
）、

土
井
桂
子
（
廿
日
市
）

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
小
林
克
哉
に
代
わ

り
菊
田
行
佳
（
萩
・
津
和
野
）

【
信
徒
】
藤
田
修
に
代
わ
り

山
田
通
代
（
広
島
）

　
第
69
回
教
区
総
会
で
選
挙

さ
れ
た
議
員
の
任
期
延
長

と
、
欠
員
に
つ
い
て
繰
り
上

げ
し
、
結
果
、
不
足
し
た
補

充
員
の
み
を
投
票
に
よ
り
選

挙
し
た
。

（
小
畑
太
作
報
）
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教区

東
中
国

未
来
に
向
け
た
二
つ
の
議
案
を
可
決

　
第
71
回
東
中
国
教
区
総
会

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
東
中
国
教

区
に
と
っ
て
初
め
て
の
試
み

で
あ
り
、
複
数
回
の
接
続
テ

ス
ト
や
準
備
会
を
経
て
実
現

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
従
来

ど
お
り
の
総
会
を
開
く
こ
と

は
参
加
者
の
負
担
が
大
き
い

と
考
え
、
法
定
議
案
の
み
を

取
り
扱
っ
た
。
ま
た
教
団
総

会
議
員
選
挙
は
郵
送
に
て
行

う
こ
と
を
決
議
し
て
い
る
。

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
各

教
会
と
地
区
会
場
が
オ
ン
ラ

イ
ン
を
通
し
て
繋
が
り
、
無

事
に
総
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
感
謝
し
て
い
る
。

　
総
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
書
面
総
会
で
は
協
議
す
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
大

き
な
二
つ
の
議
案
が
審
議
さ

れ
た
。
一
つ
目
は
「
東
中
国

教
区
宣
教
強
化
の
た
め
の
教

会
強
化
特
別
資
金
運
用
規
程

改
定
に
関
す
る
件
」で
あ
る
。

東
中
国
教
区
に
は
教
区
の
宣

教
強
化
の
た
め
に
特
別
資
金

が
設
け
ら
れ
て
あ
り
、
謝
儀

助
成
、
伝
道
活
動
助
成
に
用

い
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
性
格

を
残
し
な
が
ら
、
宣
教
従
事

者
の
福
祉
充
実
か
ら
教
会
の

宣
教
強
化
の
た
め
に
優
先
的

に
用
い
る
た
め
の
改
定
で
あ

る
。
長
年
に
渡
り
議
論
を

重
ね
、
今
総
会
に
て
可
決
に

至
っ
た
。

　
二
つ
目
は
「
将
来
的
東
中

国
教
区
宣
教
に
関
す
る
件
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
東
中
国
教

区
の
将
来
的
な
宣
教
の
た
め

に
、
組
織
や
財
政
の
在
り
方

を
協
議
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
た
め
に
提
案
さ
れ
た
。

教
会
の
小
規
模
化
、
高
齢
化

な
ど
の
課
題
を
前
に
、
従
来

の
教
区
機
構
で
は
対
応
が
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
東
中
国

教
区
の
将
来
に
向
け
た
歩
み

の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
協
議

を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
議

案
も
協
議
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

　
東
中
国
教
区
の
未
来
に
向

け
た
二
つ
の
議
案
が
今
総
会

に
て
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
か

ら
の
東
中
国
教
区
が
ど
の
よ

う
に
歩
ん
で
い
く
の
か
。
祈

り
な
が
ら
よ
り
協
議
を
深
め

て
い
く
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
中
井
大
介
（
倉
敷
・

総
社
）、服
部
修
（
蕃
山
町
）、

延
藤
好
英
（
和
気
・
三
石
）、

三
浦
き
ょ
う
こ
（
玉
島
）、

木
谷
実
（
湖
山
・
鳥
取
）、

宮
本
裕
子
（
久
世
・
勝
山
）

【
信
徒
】
濱
上
進
（
倉
敷
水

島
）、河
田
直
子
（
蕃
山
町
）、

難
波
幸
矢
（
光
明
園
家
族
）、

平
川
英
勝
（
児
島
）、
土
井

し
の
ぶ
、金
子
直
子
（
倉
敷
）

（
木
谷
　
実
報
）

　
第
11
回
予
算
決
算
委
員
会

を
監
査
委
員
会
と
合
同
で
6

月
10
日
に
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
に
て
開
催
し
た
。
秋
山 

徹
総
幹
事
、
道
家
紀
一
総
務

幹
事
、
大
三
島
義
孝
財
務
幹

事
よ
り
幹
事
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　
そ
の
後
、
21
年
度
決
算
に

関
す
る
件
を
扱
っ
た
。
は
じ

め
に
、部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
、

年
金
局
の
決
算
報
告
を
扱
っ

た
後
、
教
団
出
版
局
決
算
に

関
す
る
件
を
扱
っ
た
。
当
初

事
業
計
画
で
は
売
上
高
3
億

円
を
目
標
と
し
た
が
、
前
年

度
の
売
上
に
比
べ
6
0
9

万
円
の
増
と
な
り
、
2
億

8
2
8
9
万
円
と
な
っ
た
。

教
団
年
鑑
の
発
行
が
あ
っ
た

の
で
、
広
告
売
上
は
3
2
1

万
円
の
増
と
な
っ
た
。
当
期

純
利
益
は
7
3
2
万
円
と
な

り
、
5
6
6
万
円
の
増
と

な
っ
た
。
委
員
会
か
ら
、
貸

倒
引
当
金
が
大
幅
に
増
え
た

こ
と
、長
期
借
入
金
の
現
状
、

在
庫
の
「
み
え
る
化
」
へ
の

意
見
、
要
望
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
監
査
委
員
会
か
ら
は
、

事
業
規
模
と
し
て
、
未
払
金

が
4
3
7
0
万
円
あ
る
の
は

気
に
な
る
と
の
意
見
も
出
さ

れ
た
。

　
続
い
て
、
教
団
決
算
に
関

す
る
件
を
扱
っ
た
。
経
常

会
計
の
当
期
収
支
差
額
は

6
7
7
万
7
5
1
9
円
の
差

益
と
な
っ
た
が
、
今
年
度
も

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
よ
る

も
の
が
大
き
か
っ
た
。
本
体

事
業
の
状
況
を
示
す
事
業
活

動
に
つ
い
て
は
収
入
が
2

億
8
3
9
5
万
1
5
0
1

円
、
支
出
は
2
億
9
7
2
7

万
7
9
9
2
円
と
な
り
、
収

支
は
1
3
3
2
万
6
4
9
1

円
の
差
損
で
あ
っ
た
。
ま

た
常
議
員
会
費
は
当
初
予

算
1
3
5
7
万
円
に
対
し
、

1
1
5
1
万
2
5
3
円
の
決

算
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
22
年
度
補
正
予
算

に
関
す
る
件
を
扱
っ
た
。
委

員
長
提
案
と
し
て
、
剰
余
金

6
7
7
万
7
5
1
9
円
に
つ

　
5
月
29
日
、
30
日
に
、
沖

縄
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
に
て
開
催
。
正
議
員

48
名
中
、
35
名
出
席
に
て
総

会
成
立
し
た
。

　
議
案
3
号
「
教
区
総
会
議

長
・
教
区
総
会
副
議
長
・
教

区
総
会
書
記
選
挙
に
関
す
る

件
」
以
下
の
と
お
り
決
定
し

た
。【
議
長
】羽
柴
禎（
名
護
）、

【
副
議
長
】
具
志
堅
篤
（
読

谷
）、【
書
記
】
玉
城
凉
子
（
兼

次
）。

　
議
案
4
号
「
教
区
幹
事
選

任
に
関
す
る
件
」
外
間
永
二

（
多
良
川
）
を
選
任
。

　
議
案
第
5
号
「
常
置
委
員

選
挙
に
関
す
る
件
」
以
下
の

と
お
り
決
定
し
た
。【
教
職
】

上
地
武（
首
里
）、髙
多
新（
高

原
）。【
信
徒
】
城
間
枝
都
子

（
首
里
）、仲
本
瑩（
多
良
川
）、

山
口
八
重
子（
宜
野
湾
）。（
推

薦
）
徳
門
米
子
（
与
勝
）。

　
議
案
第
6
号
「
各
部
、
委

員
会
委
員
選
任
に
関
す
る

件
」
選
考
委
員
会
よ
り
提
案

さ
れ
た
選
考
案
を
承
認
。
若

干
の
調
整
を
常
置
委
員
会
に

付
託
。

　
議
案
第
7
号
「
会
計
監
査

委
員
選
任
に
関
す
る
件
」
常

置
委
員
会
付
託
。

　
議
案
第
8
号
「
教
団
議
員

選
挙
に
関
す
る
件
」
原
案
の

と
お
り
、
教
団
議
員
を
選
出

し
な
い
こ
と
を
承
認
。

　
議
案
第
9
号
「
教
区
規
則

変
更
に
関
す
る
件
」
沖
縄
教

区
規
則
第
14
条
③
（
教
区
総

会
開
催
月
）
に
つ
い
て
「
5

月
」
を
「
6
月
」
と
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
た
が
、
審
議

の
末
議
案
が
取
り
下
げ
ら
れ

た
。

　
議
案
第
10
号
「
清
算
法
人

『
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
団
』
の

清
算
に
関
す
る
件
」
提
案
理

由
中
の
文
言
「
売
却
」
2
か

所
を
削
除
し
た
う
え
承
認
。

　
議
案
第
11
号
「
2
0
2
1

年
度
沖
縄
教
区
経
常
・
特
別
・

収
益
会
計
決
算
報
告
承
認
に

関
す
る
件
」
原
案
の
と
お
り

教区

沖
縄

教
団
総
会
議
員
、選
出
し
な
い
こ
と
を
承
認

左から、具志堅副議長、羽柴議長、玉城書記

承
認
。

　
議
案
第
12
号
「
2
0
2
1

年
度
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
事
業
及
び
収
支
決
算
報

告
に
関
す
る
件
」
原
案
の
と

お
り
承
認
。

　
議
案
第
13
号
「
2
0
2
2

年
度
沖
縄
教
区
経
常
・
特
別
・

収
益
予
算
案
承
認
に
関
す
る

件
」
原
案
の
と
お
り
承
認
。

　
議
案
第
14
号
「
2
0
2
2

年
度
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
事
業
及
び
収
支
予
算
案

承
認
に
関
す
る
件
」
原
案
の

と
お
り
承
認
。

　
議
案
第
15
号
「
第
82
回
沖

縄
教
区
定
期
総
会
議
事
録
確

定
に
関
す
る
件
」
常
置
委
員

会
付
託
。

　
議
案
第
16
号
「『
琉
球
弧

へ
の
自
衛
隊
・
ミ
サ
イ
ル
基

地
配
備
に
反
対
す
る
声
明
』

に
関
す
る
件
（
建
議
）」（
提

案
者
・
坂
口
聖
子
）
標
記
声

明
を
採
択
。
送
付
先
に
つ
い

て
常
置
委
員
会
に
付
託
。

（
玉
城
凉
子
報
）

  

　
5
月
29
〜
30
日
に
開
か
れ
た
沖
縄
教
区
総
会

の
た
め
教
団
四
役
で
沖
縄
を
訪
れ
た
。
前
日
よ

り
沖
縄
に
入
り
、
翌
日
、
日
曜
日
午
前
中
は
各

自
が
選
ん
だ
教
会
、
石
橋
秀
雄
議
長
は
首
里
教

会
（
上
地
武
牧
師
）、
久
世
そ
ら
ち
副
議
長
は

佐
敷
教
会
（
金
井
創
牧
師
）、
雲
然
俊
美
書
記

は
志
真
志
教
会
（
望
月
智
牧
師
）、
秋
山
は
読

谷
教
会
（
具
志
堅
篤
牧
師
）
で
礼
拝
し
、牧
師
・

教
会
員
の
方
々
と
の
交
わ
り
の
時
を
も
っ
た
。

　
沖
縄
教
区
の
総
会
は
、
石
垣
や
宮
古
な
ど
先

島
の
教
会
が
礼
拝
を
終
え
て
か
ら
集
ま
る
こ
と

を
考
慮
し
、
初
日
は
、
夕
刻
4
時
過
ぎ
か
ら
夕

食
を
挟
ん
で
9
時
過
ぎ
ま
で
行
う
こ
と
が
通
例

で
、
今
回
も
宜
野
湾
市
に
あ
る
沖
縄
キ
リ
ス
ト

教
セ
ン
タ
ー
で
、
対
面
で
開
催
さ
れ
た
。

　
我
々
と
し
て
は
、
傍
聴
の
形
で
で
も
総
会
に

参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ
た
が
、
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
、
す
べ
て
の
内
外
か
ら
の
傍
聴

者
を
認
め
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
と
の
理
由
で

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
、

今
後
の
教
団
と
の
交
わ
り
の
回
復
に
向
け
て
話

し
合
う
機
会
を
得
ら
れ
れ
ば
と
の
願
い
も
果
た

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
の

た
め
に
議
場
の
外
に
あ
る
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
画
像
、
音
声
を
通
し
て
会
議
の

様
子
が
分
か
る
よ
う
に
便
宜
を
図
っ
て
く
だ
さ

り
、
会
議
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
会
議
に
お
い
て
「
教
団
総
会
議
員
を
選
出
し

な
い
こ
と
を
承
認
す
る
」
と
の
議
案
が
上
程
、

可
決
さ
れ
た
。
提
案
理
由
は
、「
第
33
回
日
本

基
督
教
団
総
会
に
お
い
て
名
称
変
更
議
案
が
廃

案
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄
教
区
は
教
団

と
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
沖

縄
教
区
が
教
団
総
会
議
員
を
選
出
し
な
か
っ
た

の
も
、
こ
の
『
距
離
を
置
く
』
と
い
う
方
針
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。『
教
団
と
距
離
を
置
く
』

と
い
う
方
針
が
解
消
さ
れ
得
る
理
由
が
無
い

限
り
沖
縄
教
区
は
教
団
総
会
議
員
を
選
出
し
な

い
」
と
の
こ
と
。
議
論
の
中
で
は
、「
教
団
と

か
か
わ
り
を
持
た
な
い
ま
ま
で
沖
縄
の
教
会
が

衰
退
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
を
続
け
て
い
て
い
い

の
か
」、「
合
同
教
会
と
し
て
沖
縄
の
他
教
派
と

の
合
同
の
教
会
に
発
展
す
る
こ
と
を
考
え
る
な

ど
、
積
極
的
な
働
き
が
必
要
で
は
な
い
か
」
な

ど
の
声
も
聞
こ
え
て
き
た
。

　
二
日
目
の
総
会
が
終
了
後
、
午
後
か
ら
、
金

井
牧
師
の
案
内
に
よ
り
、
建
設
中
の
辺
野
古
の

飛
行
場
建
設
の
海
上
埋
立
工
事
現
場
に
行
き
、

金
井
牧
師
の
操
縦
す
る
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
「
不

屈
」
号
に
乗
っ
て
現
地
を
視
察
す
る
機
会
が
与

え
ら
れ
た
。
高
速
で
黄
色
い
ブ
イ
で
囲
ま
れ
た

膨
大
な
海
域
を
め
ぐ
る
こ
と
1
時
間
余
、
あ
る

箇
所
で
は
埋
め
立
て
が
進
み
、
か
な
り
の
高
さ

で
土
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
別
の
箇
所
で
は
珊

瑚
礁
の
エ
メ
ラ
ル
ド
の
海
に
巨
大
な
浚
渫
船
が

停
泊
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
様
子
が
伺
わ

れ
た
。
陸
上
に
は
土
砂
を
運
ぶ
長
大
な
ダ
ン
プ

カ
ー
の
列
、
静
か
で
は
あ
る
が
着
々
と
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
。
軟
弱
な
基
盤
が
見
つ
か
っ

て
工
事
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の

海
域
は
手
付
か
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

我
々
の
海
上
視
察
の
間
中
、
監
視
す
る
た
め
の

警
備
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
3
隻
が
伴
走
し
て
い

た
。
全
埋
め
立
て
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
了
と

の
こ
と
、
そ
の
膨
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
基
地

建
設
反
対
運
動
の
声
は
、
こ
の
日
に
は
聞
こ
え

な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
沖
縄
か
ら
、
ま
た
、
全

国
か
ら
集
っ
て
、
巨
大
な
力
に
立
ち
向
か
い
声

を
上
げ
て
い
る
人
た
ち
の
戦
い
の
困
難
さ
を
覚

え
な
が
ら
帰
途
に
つ
い
た
。

（
秋
山
　
徹
報
）

諸
経
費
の
削
減
に
よ
り
、21
年
度
決
算
は
差
益

を
計
上

▼
予
算
決
算
委
員
会
▲

い
て
、
1
5
0
万
円
を
退

職
引
当
預
金
、
5
2
7
万

7
5
1
9
円
を
予
備
費
に
編

入
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
第
41
総
会
期 

第
3
回
全
国
財
務
委
員
長
会

議
に
つ
い
て
検
討
し
、
8
月

26
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
続

い
て
、
委
員
会
旅
費
規
程
に

関
す
る
件
、
日
本
キ
リ
ス
ト

教
会
館
返
済
金
に
関
す
る
件

に
つ
い
て
扱
っ
た
。
な
お
、

委
員
会
旅
費
規
程
に
関
し
て

は
、
予
算
決
算
委
員
長
と
担

当
幹
事
で
改
め
て
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

（
田
村
毅
朗
報
）

教
団
四
役
沖
縄
教
区
訪
問
記
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大
西
邦
彦（
無
任
所
教
師
）

　
22
年
4
月
23
日
逝
去
、
76

歳
。
中
国
生
ま
れ
。
91
年
シ

カ
ゴ
大
学
大
学
院
修
了
、
03

年
よ
り
17
年
ま
で
主
座
教
会

を
牧
会
。

　
遺
族
は
妻
・
大
西
リ
ベ
カ

さ
ん
。

川
崎
　
望（
隠
退
教
師
）

　
22
年
6
月
3
日
逝
去
、
92

歳
。
長
崎
県
生
ま
れ
。
59
年

農
村
伝
道
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
田
無
、
武
雄
、
富
高
、

羽
犬
塚
、
世
真
留
教
会
を
牧

会
し
、
09
年
隠
退
。

　
遺
族
は
妻
・
川
崎
美
保
子

さ
ん
。

信
徒
の
友
の
配
布
に
つ
い
て
協
議
　
　

▼
伝
道
推
進
室
▲

ク
リ
ス
マ
ス
献
金
、配
布
額
・
献
金
先
を
決
定

▼
教
育
委
員
会
▲

　
第
15
回
伝
道
推
進
室
委
員

会
は
6
月
6
日
、
石
橋
秀
雄

室
長
、
齋
藤
篤
、
中
嶌
暁
彦
、

村
上
恵
理
也
（
伝
道
委
員
会

よ
り
）、
網
中
彰
子
各
委
員

の
出
席
と
道
家
紀
一
（
担
当

幹
事
）、神
田
修（
担
当
職
員
）

の
陪
席
を
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。

　
毎
月
第
3
主
日
は
日
本
基

督
教
団
の
定
め
た
「
日
本
伝

道
の
推
進
を
祈
る
日
」
と
し

て
覚
え
、『
信
徒
の
友
』
の

企
画
と
し
て
「
共
に
祈
る
た

め
に
」
と
題
し
て
全
国
17
教

区
が
取
り
組
ん
で
い
る
伝
道

の
働
き
を
2
教
区
ず
つ
（
東

京
は
支
区
）紹
介
し
て
い
る
。

　
日
本
基
督
教
団
伝
道
推
進

基
本
方
針
◎
祈
祷
運
動
「
共

に
祈
ろ
う
」、
◎
信
徒
運
動

「
共
に
伝
え
よ
う
」、
◎
献
金

運
動
「
共
に
献
げ
よ
う
」、

こ
れ
ら
を
一
層
深
め
て
い
く

た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
祈
り
の
課
題
の
共
有
の

た
め
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
信
徒
の
友
』
を
ま
だ
購

入
し
て
い
な
い
教
会
が
あ
れ

ば
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

　
少
な
く
と
も
誌
面
に
個
別

に
掲
載
さ
れ
た
教
会
・
伝
道

所
の
教
区
地
区
の
教
会
・
伝

道
所
に
は
配
布
し
た
い
と
の

意
見
も
あ
っ
た
。

　
定
期
購
読
を
願
い
つ
つ
も

信
徒
数
が
一
桁
な
ど
様
々
な

事
情
で
教
会
の
財
政
上
困
難

な
場
合
は
、
要
望
に
応
じ
て

一
定
期
間
教
団
が
費
用
を
負

担
し
て
配
布
す
る
案
も
出
て

い
る
が
、
財
源
を
ど
う
す
る

か
は
未
定
で
あ
る
。
例
え
ば

　
第
12
回
教
育
委
員
会
が
6

月
7
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

か
れ
た
。
報
告
事
項
で
は
事

務
局
よ
り
2
0
2
1
年
度
会

計
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
教

育
委
員
会
会
計
の
年
度
予
算

1
2
0
万
円
（
2
0
2
0
年

度
当
初
予
算
2
4
0
万
円
の

50
％
）
に
対
し
て
決
算
額
が

35
万
5
1
6
0
円
、
そ
の
他

ク
リ
ス
マ
ス
献
金
会
計
や
台

湾
ユ
ー
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会

計
、
幼
稚
園
融
資
貸
出
金
な

ど
の
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。

　
主
な
協
議
事
項
は

2
0
2
1
年
度
の
ク
リ
ス
マ

ス
献
金
（
4
2
5
件
6
2
8

万
3
8
1
4
円
）
に
関
連
し

て
、
国
内
外
の
配
布
額
（
4

件
）
と
2
0
2
2
年
献
金

先
（
4
件
）
を
決
定
し
た
。

2
0
2
1
年
配
布
額
は
次
の

通
り
。
海
外
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
バ
プ
テ
ス
ト
・
コ
ン

ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
と
Ｎ
Ｐ
O
法

人
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
菜

園
の
会
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に

1
0
0
万
円
。
国
内
は
北
海

教
区
ア
イ
ヌ
民
族
情
報
セ
ン

タ
ー
と
ア
イ
ヌ
奨
学
金
キ
リ

ス
ト
教
協
力
会
、
お
よ
び
東

北
教
区
放
射
能
問
題
対
策
支

援
室
い
ず
み
の
そ
れ
ぞ
れ
に

1
5
0
万
円
と
し
た
。

　
2
0
2
2
年
の
海
外
の
献

金
先
と
し
て
、「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
子
ど
も
た
ち
を
覚
え

て
」
献
金
を
募
る
こ
と
を
決

定
。
た
だ
し
、
現
情
勢
で
は

送
金
可
能
な
団
体
を
特
定
で

き
な
い
た
め
、
教
育
委
員
会

が
継
続
し
て
情
報
収
集
に
努

め
団
体
を
決
定
す
る
こ
と
と

し
た
。
国
内
の
献
金
先
は
ア

ジ
ア
学
院
、
北
海
教
区
ア
イ

ヌ
民
族
情
報
セ
ン
タ
ー
と
ア

イ
ヌ
奨
学
金
キ
リ
ス
ト
教
協

力
会
、
東
北
教
区
放
射
能
問

題
対
策
支
援
室
い
ず
み
の
3

件
。

　
そ
の
他
の
協
議
事
項
は
、

今
年
9
月
5
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
る
第
12
回
教

区
青
年
担
当
者
会
に
つ
い

て
。
テ
ー
マ
は
「
青
年
た

カルト問題相談会
◎日時　2022年7月29日（金）
　　　　午後1時～ 3時
◎会場　日本キリスト教会館4階
　(東京都新宿区西早稲田2-3-18、

電話03-3203-4270）
この相談会は､ 隔月でおこなわれて
おり､ 毎回､ カルト被害者が相談に
訪れています｡ 専門の牧師たちが責
任をもって対応をしております。
　日本基督教団東京地区カルト問題
　連絡会　2022年度世話人

安倍愛樹（久我山教会牧師）

北　海
岩 見 沢
江 別
厚 別
函館千歳
札 幌
札幌北部
北 広 島

奥　羽
下 ノ 橋
七 戸
秋田桜②
新生釜石
大 鰐
田 名 部

東　北
福 島
郡 山
新 庄
郡山細沼
安 積
喜 多 方
福島新町
仙台東一番丁
石巻山城町
須 賀 川
仙 台 北

関　東
越 谷
甘 楽
関東教区事務所
久喜復活

161,020 
10,000 
3,000 
9,350 

16,270 
100,000 

5,000 
17,400 

27,000 
3,000 
5,000 
9,000 
5,000 
3,000 
2,000 

474,500 
100,000 
10,000 
10,000 
5,000 
3,000 
5,000 

26,500 
200,000 
100,000 
10,000 
5,000 

603,408 
40,000 
5,000 

300,000 
3,000 

吾 妻
高 田
佐 渡
三 芳 ②
四 條 町
取 手
所沢みくに
常陸大宮
新 井
深谷西島
西 川 口
石 岡 ②
前橋中部
草 加
東 所 沢
日 立
武蔵豊岡
北 本

東　京
むさし小山
柿ノ木坂
久 ヶ 原
弓町本郷
京葉中部
経 堂 北
経堂緑岡
原 宿
五 香
広 尾
行 人 坂
佐 倉
三 崎 町
三 宅 島
四 街 道

11,300 
9,100 

10,000 
6,000 

20,000 
10,000 
5,000 
5,000 
5,000 
7,452 

29,711 
6,000 
5,845 

100,000 
5,000 

10,000 
5,000 
5,000 

1,054,436 
5,000 

10,000 
10,000 
20,000 
20,000 
10,000 
10,000 
50,000 
5,000 

15,000 
5,000 
5,000 

10,000 
5,000 
5,000 

市川三本松
勝 田 台
小 松 川
深 川
聖 ヶ 丘
西 千 葉
赤 羽
千 葉
船 橋 ②
代々木上原
大 網
滝野川②
町屋新生
天 王 台
東京シオン
東 駒 形

柏
美 浜
富士見町
武 蔵 野
北柏めぐみ
野 田

西東京
阿佐ヶ谷②
阿佐谷東
井 草
永 山
花小金井
国 分 寺
小 平
西国分寺
鶴 川
天 門
東久留米

20,000 
10,000 
20,000 
5,000 

100,000 
100,000 
10,000 
10,000 
43,000 
30,000 
3,000 

70,987 
20,000 
2,000 
3,000 

78,278 
23,171 
3,000 

300,000 
10,000 
5,000 
3,000 

353,667 
100,000 
10,000 
10,000 
5,000 
5,000 

93,500 
10,000 
30,000 
10,000 
5,000 

10,000 

東 村 山
南 三 鷹
拝島平安
野 方 町
立川からしだね

神奈川
伊 勢 原
横浜菊名
横浜指路
蒔 田
逗 子 ②
清水ヶ丘
川 崎
田園江田
東 戸 塚
藤 沢 北
六角橋②

東　海
宇 佐 美
松 代 ②
諏 訪
清 水
静 岡
静岡草深
長野県町
藤 枝
富士吉田

中　部
広 路
愛 北
紀伊長島
中 京
尾 鷲
名古屋新生
名 古 屋
春 日 井
天 白
御 器 所
福 野
富山二番町
知 立

15,075 
10,000 
5,000 
8,820 

26,272 

604,030 
5,000 

10,000 
50,000 
10,000 

341,000 
63,030 
65,000 
20,000 
10,000 
10,000 
20,000 

367,018 
3,000 

84,018 
20,000 
10,000 
20,000 
30,000 
50,000 
10,000 

140,000 

209,898 
10,000 
3,000 
3,000 

10,000 
10,000 
5,000 

30,000 
28,392 
3,000 

10,000 
10,000 
30,000 
3,000 

鳴 海

京　都
長 岡 京
京 都 葵
京 北
洛 南
彦 根
錦 林
鴨 東
草 津

大　阪
千 里 丘
豊 中
港 復 活
交 野
和歌山新生
い ず み
出 来 島
枚 岡
馬見労祷
茨 木
高 槻
西 淀 川
奈 良
天 満
玉 出
池田五月山
大阪福島
生 駒

兵　庫
芦屋三条
西神美賀多台
夙 川 東
主 恩
西宮一麦
神戸東部
神 戸 北

東中国
天 城
光明園家族

54,506 

196,750 
20,000 
10,000 
8,750 
3,000 

40,000 
5,000 

10,000 
100,000 

281,730 
50,000 
18,100 
10,000 
5,000 
3,000 

14,200 
10,000 
28,760 
5,000 

20,000 
10,000 
3,000 
5,000 

20,000 
10,000 
10,000 
39,670 
20,000 

202,150 
20,000 
3,000 
5,000 

100,000 
30,000 
14,150 
30,000 

310,363 
30,000 
5,000 

笠 岡
旭 東
十文字平和
倉 吉
玉 島
蕃 山 町
倉 敷
岡 山
総 社
東中国教区

西 中 国
隠 岐
山口信愛
長 門
松 永
廿 日 市
広島流川
広島北分区信徒団

四　国
さ や
宇和島中町
宇和島南
丸 亀
高 知
四国教区
松 山
松山栄光
松山城東
松山城北
松山番町
西 条
川 之 江
善 通 寺
多度津②
土 佐
土佐福音

九　州
指 宿
福岡女学院
別府不老町
香 椎

20,000 
3,000 
3,000 

10,000 
5,000 

116,363 
5,000 

10,000 
3,000 

100,000 

92,412 
2,000 
8,000 

50,000 
5,000 

10,000 
7,412 

10,000 

421,169 
10,000 
63,000 
1,000 
3,000 

30,000 
100,000 
10,000 

100,000 
10,000 
8,669 

10,000 
5,000 

10,500 
5,000 

20,000 
5,000 

30,000 

129,687 
3,000 

30,000 
3,000 

10,000 

日向新生
熊 取
八 代
由 布 院
杵 築
名 瀬
周 船 寺

沖　縄
首 里

個　人
西堀俊和・和子
河田直子
岩村史子・まや
吉岡満智子
栗原洋子
後藤田典子
工藤園子
溝部　昻
黒崎宏子
黒沼宏一
今井牧夫②
今関　泉
佐藤保幸
篠浦千史③
小西　望
生田明子
石田真一郎②
大橋孝子
田口博之
島田卓哉・柏木牧子
匿 名
南條　宏
南條博子
富永安子
福島道子
保科　隆
鈴木恭子

団　体
全国婦人会連合

　総計

3,000 
6,000 
5,000 

30,000 
5,000 
5,000 

29,687 

5,000 
5,000 

5,879,000 
10,000 
10,000 
10,000 

100,000 
10,000 
10,000 
10,000 
5,000 
3,000 

10,000 
20,000 
10,000 
5,000 

30,000 
30,000 
5,000 

20,000 
10,000 
6,000 
5,000 

5,000,000 
300,000 
200,000 
10,000 
30,000 
10,000 
10,000 

50,000 
50,000

 
11,423,238 

「東北地方地震被災教会支援募金」献金報告

2021年8月〜 2022年3月末現在
2021東北地方地震被災教会会堂牧師館等再建募金にご協力くださ
り心から感謝申し上げます。2022年3月16日に再び震度6弱の地震
が東北地方を襲いました。これまで被害を免れていた教会も、度
重なる地震により被害が出ており、これらも支援の対象として引き
続き献金を続けてゆきます。主にあって愛の連帯をお願いします。

ち
は
何
を
求
め
て
い
る
？
」

パ
ー
ト
Ⅱ
と
し
、
報
告
と
発

題
の
の
ち
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
計
画
。
広

い
意
見
交
換
を
願
っ
て
、
参

加
者
は
教
区
（
東
京
教
区
各

支
区
）
青
年
担
当
者
以
外
の

青
年
に
も
声
を
か
け
る
。

　
懸
案
事
項
の
幼
稚
園
融
資

実
施
要
綱
に
つ
い
て
も
協
議

さ
れ
、
現
状
に
合
わ
せ
る
た

め
に
要
綱
お
よ
び
申
請
書
を

一
部
変
更
し
た
。
変
更
内
容

は
対
象
を
認
定
こ
ど
も
園
と

保
育
園
に
も
広
げ
る
こ
と
、

利
子
の
変
更
と
添
付
書
類
の

追
加
な
ど
で
あ
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
事
務
局
ま
で
。

（
横
山
ゆ
ず
り
報
）

「『
信
徒
の
友
』
配
布
の
た
め

の
献
金
」
を
募
る
な
ど
案
は

あ
る
が
、
計
画
を
具
体
化
し

継
続
す
る
に
は
教
団
全
体
の

状
況
や
展
望
を
共
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
中
長
期
的
に
考
え
て
伝
道

推
進
の
動
き
の
一
つ
の
手
立

て
と
し
て
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
『
信
徒
の
友
』
に
掲

載
さ
れ
る
記
事
や
証
し
、
日

毎
の
糧
な
ど
を
祈
り
の
傍
ら

に
置
い
て
い
た
だ
き
、
共
に

祈
る
輪
を
更
に
拡
げ
て
い
く

よ
う
今
後
も
協
議
を
重
ね
て

い
く
。

（
網
中
彰
子
報
）
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4
歳
の
頃
に
母
が
召
さ
れ
、
祖

母
の
家
に
預
け
ら
れ
た
佐
野
弘
枝

さ
ん
。
急
遽
、
入
園
す
る
こ
と
に

な
っ
た
幼
稚
園
が
キ
リ
ス
ト
教
系

だ
っ
た
こ
と
が
神
さ
ま
と
の
出
会

い
だ
っ
た
。
縁
側
か
ら
空
を
見
上

げ
て
、
神
さ
ま
と
お
話
を
す
る
よ

う
な
子
ど
も
だ
っ
た
と
い
う
。

　
父
の
再
婚
に
よ
っ
て
新
し
い
生

活
が
始
ま
る
が
、
両
親
に
対
す
る

反
抗
心
か
ら
心
無
い
言
葉
を
か
け

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
学
生
の
頃

に
国
際
支
援
活
動
に
興
味
を
持

つ
。
授
業
で
世
界
情
勢
を
学
び
、

自
分
が
加
害
者
で
あ
る
と
の
意
識

を
持
っ
た
。
ま
た
、
家
族
か
ら
遠

く
離
れ
た
地
で
働
き
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　
大
学
時
代
に
宣
教
師
が
開
い
て

い
た
英
会
話
教
室
に
通
い
、
ク
リ

ス
マ
ス
礼
拝
に
出
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
教
会
に
も
通
う
よ
う
に

な
り
、
1
年
後
に
受
洗
し
た
。
卒

業
後
、
民
間
企
業
に
就
職
す
る
も

1
年
半
で
退
職
。
宣
教
師
の
勧
め

で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
教
会
生
活

を
送
っ
た
。
帰
国
後
、
キ
リ
ス
ト

教
精
神
に
立
ち
人
道
支
援
・
開
発

援
助
を
行
う
国
際
N
G
O
ワ
ー
ル

ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
就
職
。
当
初
は
、

慣
れ
な
い
経
理
を
任
さ
れ
、
勉
強

し
な
が
ら
働
い
た
。
現
在
は
総
務

部
門
の
長
と
し
て
80
名
近
い
ス

タ
ッ
フ
を
裏
方
で
支
え
て
い
る
。

　
厳
し
い
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
愛
を
注
ぐ
働
き
を
担
う
中

で
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
と
幼
い
頃

の
自
ら
が
重
な
り
、
自
分
も
両
親

を
は
じ
め
、
周
囲
の
人
々
に
ど
れ

だ
け
愛
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
が
大
切
に

す
る
活
動
の
一
つ
「
子
ど
も
た
ち

自
身
が
神
と
人
と
に
愛
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
る
」
を
、
自
ら
が
経

験
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　
神
の
導
き
と
救
い
の
約
束
を
信

じ
て
い
る
も
の
の
、
争
い
の
絶
え

な
い
世
界
の
現
実
を
前
に
虚
し
さ

と
憤
り
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
る
と

語
る
佐
野
さ
ん
。「
わ
た
し
を
強

く
し
て
下
さ
る
か
た
に
よ
っ
て
、

何
事
で
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
ピ
リ
ピ
4
・
13
）
と
の
御
言
葉

に
励
ま
さ
れ
て
、
平
和
を
実
現
す

る
べ
く
、世
に
遣
わ
さ
れ
て
行
く
。

わたしを強くして下さる
かたによって

ワールド・ビジョン・ジャパン
サポートサービス部部長
武蔵野教会員

佐野　弘枝さん

　
5
月
第
5
日
曜
日
、
三
役
と
総
幹

事
の
4
名
で
、
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
第
82
回
沖

縄
教
区
総
会
に
赴
い
た
（
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
の
た
め
別
室
に
て
傍
聴
）。

　
総
会
に
お
い
て
は
各
議
事
が
丁
寧

に
審
議
さ
れ
、
三
役
・
常
置
委
員
選

挙
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
教
区
と
し
て

の
宣
教
活
動
や
、
教
会
・
伝
道
所
の

互
助
・
宣
教
協
力
に
つ
い
て
熱
心
な

議
論
が
続
け
ら
れ
た
。

　
何
よ
り
も
祈
り
を
深
く
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
は
、
沖
縄
の
諸
教
会
・
伝
道

所
の
宣
教
に
お
け
る
苦
闘
で
あ
る
。

配
付
資
料
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
教
区
28

教
会
・
伝
道
所
全
体
の
昨
年
度
の
現

住
陪
餐
会
員
数
は
4
9
8
名
で
、
礼

拝
出
席
者
数
は
3
3
1
名
で
あ
る
。

統
計
の
数
字
だ
け
で
判
断
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
が
、
各
教
会
・
伝

道
所
の
財
政
状
況
も
大
変
き
び
し
い

状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
教
会
・

伝
道
所
に
お
い
て
礼
拝
が
守
ら
れ
、

伝
道
が
な
さ
れ
、
信
徒
が
懸
命
に
教

会
を
支
え
て
い
る
現
状
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
日
々
、
沖
縄
教
区
の
教

会
・
伝
道
所
を
覚
え
て
祈
り
を
合
わ

せ
て
行
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
時
間
短
縮
で

教
区
総
会
が
終
わ
り
、
そ
の
後
、
4

名
で
辺
野
古
に
向
か
い
、
金
井
創
牧

師
（
佐
敷
）
所
有
の
船
「
不
屈
」
に

乗
せ
て
い
た
だ
い
た
。
辺
野
古
で
は

ダ
ン
プ
が
列
を
な
し
、
次
々
と
土
砂

を
投
入
し
て
い
る
様
子
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
こ
の
時
も
、

ま
る
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
ロ

ボ
ッ
ト
が
作
業
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
工
事
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

（
教
団
総
会
書
記
　
雲
然
俊
美
）

沖
縄
を
訪
問
し
て

沖
縄
を
訪
問
し
て

　
阿
佐
谷
幼
稚
園
は
1
9
2
5
（
大

正
14
）
年
10
月
、
旧
日
本
基
督
教
会

の
牧
師
で
あ
っ
た
高
崎
能
樹
氏
に

よ
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
（
認
可
は

翌
1
9
2
6
年
10
月
）。
高
崎
牧
師

は
関
東
大
震
災
後
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
「
震
災
救
護
活
動
」
に
当
た
っ
て

い
ま
し
た
。
活
動
が
終
わ
り
、
子
ど

も
た
ち
と
の
関
わ
り
が
絶
た
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
悲
し
み
、「
一
人

前
に
な
る
ま
で
引
越
し
て
ゆ
か
な
い

子
供
た
ち
の
居
る
処
で
、
長
い
間
の

持
論
で
あ
る
宗
教
教
育
を
試
み
た
い

と
思
い
立
」
ち
、
幼
稚
園
を
開
く
こ

と
を
決
断
し
ま
し
た
。
場
所
を
阿

佐
ヶ
谷
に
定
め
た
当

時
は
、「
左
右
に
深

い
森
が
あ
り
、
駅
と

の
間
に
は
田
ん
ぼ
が

広
が
っ
て
い
た
」
と

い
い
ま
す
。
当
初
は

様
々
な
苦
労
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
10

年
後
に
は
卒
業
生

4
0
0
余
名
を
送
り

出
し
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
高
崎
牧
師
が
大
切

に
し
た
こ
と
の
一
つ

が
母
親
へ
の
教
育
で

す
。「
子
供
を
よ
く

す
る
に
は
ど
う
し
て

も
先
ず
母
性
を
教
育

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」と
、

「
母
の
学
校
」（
最
初

は
「
母
の
講
座
」）
を
設
け
、
毎
週

1
回
キ
リ
ス
ト
教
や
子
育
て
の
た
め

の
知
識
を
教
授
し
ま
し
た
。
ま
た
後

に
小
金
井
教
会
と
小
金
井
教
会
幼
稚

園
の
設
立
に
尽
力
し
た
武
南
高
志
牧

師
と
協
力
し
て
、
育
児
雑
誌
『
子
供

の
教
養
』
を
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の

後
「
母
の
学
校
」
は
年
に
数
回
の
開

催
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
員
参
加
を

原
則
と
し
て
い
る
の
は
、
高
崎
牧

師
の
願
い
を
引
き
継
い
で
の
こ
と
で

す
。
最
近
は
「
母
」
の
み
な
ら
ず
、

父
親
や
祖
父
母
な
ど
も
参
加
し
や
す

い
よ
う
「
む
く
ろ
じ
学
校
」（
園
庭

に
あ
る
無
患
子
・
む
く
ろ
じ
の
木
に

ち
な
ん
で
）と
改
称
し
、現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
1
9
5
4
年
、
設
置
者

が
高
崎
牧
師
個
人
か
ら
阿
佐
谷
東
教

会
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に

教
会
が
先
に
あ
っ
て
幼
稚
園
を
始
め

た
の
で
は
な
く
、
園
舎
内
で
礼
拝
を

行
う
と
こ
ろ
か
ら
教
会
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
幼
稚
園
か
ら
教
会
。
珍
し

い
順
序
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
現
状
に
つ
い
て
で
す
。
都
市

部
の
幼
稚
園
に
も
、
少
子
化
や
保
育

所
増
設
の
影
響
が
出
て
き
ま
し
た
。

西
東
京
教
区
に
は
教
育
部
の
下
に

「
幼
稚
園
保
育
園
連
絡
会
」
が
置
か

れ
、
園
長
・
設
置
者
同
士
の
交
流
や

情
報
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
園
も
多
か
れ
少
な
か
れ
園

児
減
少
に
嘆
い
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
保
育
所
機
能
を
併
せ
持
つ

認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
た
り
、早
朝
・

夜
間
や
長
期
休
み
中
の
預
か
り
保
育

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
園
も
あ
り
ま

す
が
、
従
来
型
の
幼
稚
園
で
は
立
ち

ゆ
か
な
く
な
る
園
も
増
え
そ
う
で

す
。当
園
は
2
0
1
7
年
度
か
ら「
子

ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
下
で

運
営
さ
れ
る
園
と
な
り
、
財
政
的
に

は
多
少
安
定
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
な
お
園
児
が
減
っ
て
い
く
現
実
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
幼
稚
園
が
あ
る
こ
と
で
、
教
会
学

校
に
は
そ
れ
な
り
の
子
ど
も
た
ち
が

や
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
小
学
校
高
学

年
は
塾
通
い
の
た
め
、
中
学
生
は
部

活
動
の
た
め
、
来
ら
れ
な
く
な
る
人

が
多
く
な
り
ま
す
。
残
念
で
す
。
保

護
者
の
中
に
は
子
ど
も
の
入
園
を
機

に
求
道
、
受
洗
へ
と
導
か
れ
る
人
も

皆
無
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
く

稀
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
よ
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
は
神
の
愛

の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
場
だ
か

ら
で
す
。
そ
の
使
命
を
誠
実
に
果
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
言
葉
の
種

は
し
っ
か
り
蒔
か
れ
て
い
ま
す
か

ら
。

神の愛の中で子どもたちを育む場
阿佐谷幼稚園園長、阿佐谷東教会牧師　坂下　道朗

礼拝堂の正面玄関と保育室

　
日
本
基
督
教
団
と
カ
ナ
ダ

合
同
教
会
（T

he U
nited 

C
h
u
rch o

f C
an
ad
a/

U
C
C

）
は
、J
N
A
C
（
日
・

北
米
宣
教
協
力
会
）
お
よ

び
C
o
C
（
宣
教
協
力
協

議
会
）
を
通
じ
た
協
力
関
係

に
あ
り
、
2
0
0
5
年
の

J
N
A
C
解
散
後
も
正
式
な

宣
教
協
約
は
締
結
し
て
い
な

い
が
、
日
加
ユ
ー
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
交
流
・
宣
教

師
の
派
遣
お
よ
び
受
け
入
れ

な
ど
協
力
関
係
は
継
続
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
合

同
教
会
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
教
団
の
部
落
解
放
セ
ン

タ
ー
や
北
海
教
区
ア
イ
ヌ
民

族
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
継
続
的

に
支
援
が
な
さ
れ
て
来
た
。

　
こ
の
た
び
カ
ナ
ダ
合
同
教

会
は
日
本
に
あ
る
不
動
産
等

の
資
産
の
全
て
を
数
年
以
内

に
売
却
す
る
こ
と
を
決
議

し
、
そ
の
売
却
益
に
つ
い
て

は
日
本
基
督
教
団
に
全
額
さ

さ
げ
る
と
の
決
定
が
な
さ
れ

た
。
総
額
は
7
6
0
0
万
円

で
、
カ
ナ
ダ
合
同
教
会
の
宣

教
課
題
で
も
あ
る
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
と
平
和
の
実
現
に
向
け

た
宣
教
活
動
、
お
よ
び
農
村

伝
道
の
た
め
に
用
い
る
こ
と

が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
う
ち
の
2
8
0
0

万
円
を
教
団
独
自
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
用
い
る

こ
と
が
、
カ
ナ
ダ
合
同
教
会

と
の
話
し
合
い
で
決
定
し
て

い
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
に
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
施
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
6

月
、
改
め
て
、
カ
ナ
ダ
合
同

教
会
の
担
当
幹
事
と
教
団
の

総
幹
事
・
幹
事
、
世
界
宣
教

委
員
長
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
話
し
合
い
を
も
っ
た

結
果
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
諸
課
題
に
2
0
0
0
万

円
、
平
和
実
現
へ
の
活
動
に

1
4
0
0
万
円
、
農
村
伝
道

の
た
め
に
1
4
0
0
万
円
、

そ
し
て
、
教
団
独
自
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
2
8
0
0
万
円

を
用
い
る
こ
と
で
大
枠
を
確

認
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
資
金
を
ど

の
よ
う
に
運
用
し
配
分
し
て

行
く
か
が
課
題
で
あ
る
。
現

在
、
教
規
の
規
定
に
従
っ
て

総
幹
事
の
取
り
扱
い
事
項
と

し
て
、
最
終
的
な
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
予
定
で
は
、

8
月
の
予
算
決
算
委
員
会
に

提
案
し
承
認
を
得
た
後
、
三

役
の
承
認
も
得
て
、
関
係
委

員
会
や
関
連
教
区
と
も
協
議

し
な
が
ら
、
有
意
義
な
用
い

ら
れ
方
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
、取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

（
道
家
紀
一
報
）

 

カ
ナ
ダ
合
同
教
会
と
の
会
合

献
金
の
使
途
を
確
認
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